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１ 実践の目的 
「生きる力 学びの、その先へ」（文部科

学省,2019）によると、「これからの社会が、

どんなに変化しても予測困難になっても、

自らの課題を見付け、自ら学び、自ら考え、

判断し行動し、それぞれに思い描く幸せを

実現してほしい。」となっている。 

また、南足柄市の目指す子ども像として

「夢と希望を持って、粘り強く自分の道を

切り開く子ども」を掲げており、「確かな学

力」の向上を目指した指導の工夫・改善を研

究テーマとしている。特に探究型授業に重

きを置いて推進しているその研究を、本校

の校内研究のベースとして考えていきたい。 

 

２ 実践の内容 
１ 重点的な取り組み 

本校の研究テーマを達成させるために、

「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一

体的推進を目指し授業に取り組んでいる。 

「個別最適な学び」の中でも、子ども一人

ひとりの特性や学習進度、学習到達度等に

応じ、指導方法・教材や学習時間等の柔軟な

提供・設定を行うことなどの「指導の個別化」

が多く見られる。数学では、問題に答えると

きに、タブレット PC を使って調べたり、教

師に質問したり、クラスメートと話し合っ

たりすることで、学習者である生徒が自分

自身に合った方法を選択できるようにして

いる。 

また、生徒の興味・関心・キャリア形成の 

方向性等に応じ、教師が子ども一人ひとり

に応じた学習活動や学習課題に取り組む機

会を提供する「学習の個性化」も意識して取

り組んでいる。英語科の作文活動では、「目

的・場面・状況」を共有した中で、自由なテ

ーマ設定を行い、マッピングの手法を使い

ながらそのテーマに向かってそれぞれが調

整する姿勢が見られた。 

 さらには、生徒同士で、持続可能な社会の

創り手となれるよう、必要な資質・能力を育

成する「協働的な学び」ができるように授業

改善を図っている。社会科では、中学生が選

挙をより身近に感じられるように、生徒が

グループごとに新たな公約を考え、建設的

な意見をお互いに伝え合う中でよりよい未

来や社会について考えを深めた。またスラ

イド資料作成時にも、互いの知識を深める

ために、どのような資料が伝わりやすいか

を伝え合いながら作成を進めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜３年社会科の授業の様子＞ 

 

 

 

 

 

南足柄市立足柄台中学校 

研究テーマ：「一人ひとりの『学び』を育む指導の工夫」 

～学びを人生や社会に生かそうとする力の育成～ 
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＜３年社会科 グループ政党の公約＞ 

 

２ 研究授業・研究協議の工夫 

 本校では、年間１人１回の研究授業を行

っており、授業当日に、全参観者による研究

協議を放課後に行っている。授業づくりに

は、ICT 機器の活用もしくは、シンキングツ

ールなどを用いた言語活動の充実を取り入

れている。研究協議には、タブレット PC を

利用し、協議の見える化と意見の共有を図

っている。 

今年度は職員を６グループにわけて、教

科を超えてお互いに参観し、さまざまな視

点や他教科とのつながりを意識したなかで、

考えや意見を交わして、互いの授業の向上

を図っている。 

 また、研究全体会における研究協議では、

出た意見を模造紙ではなく、スライドにま

とめ、３分程度で各グループが発表するこ

とでより理解を深めることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜研究グループ グループのまとめ＞ 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

＜タブレット PC による付箋紙＞ 

 

３ 実践の成果 
今年度の実践を通して、生徒一人ひとり

の個のニーズを教師が細かく把握し、授業

に生かすことで、その授業が「楽しい」と感

じる生徒が増えている。授業の中で生徒が

アクティブに参加し、生徒同士や教師と生

徒の主体的で対話的な活動が増え、生徒の

思考力・判断力・表現力の土台作りにつなが

っている。 

また、授業で学んだことがこの先の社会

や未来にどうつながっていくのかを身近な

学習課題で考えさせることで、学びを人生

や社会に生かそうとする力の育成につなが

っていくという認識を教員間で共有するこ

とができた。 

 
４ 今後の展開 
今後の授業において、「個別最適な学び」

と「協働的な学び」の要素が組み合わさって

実現されていくことが多いと考える。例え

ば授業の中での「個別最適な学び」を通して

生まれた個の学びの深まりが、「協働的な学

び」を充実させ、そこで生まれた新たな気づ

きや考えを「個別最適な学び」に還元するな

ど、「個別最適な学び」と「協働的な学び」

の往還を意識した実践を充実させていきた

い。 


